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• 自衛隊の衛星通信は、主としてＸ、Ku、Ｌ、Kaの各周波数帯域（バンド）を使用。

• このうちＸバンドは、作戦部隊の指揮統制や作戦情報支援など、部隊行動に関わる重要な通信に使用。

• Ｘバンド衛星通信網を構成する通信衛星３機のうち２機の設計寿命に伴い、後継衛星２機を整備。

• スーパーバードＣ２号機後継衛星（３号機）については、２９年度概算要求を追求。

（注）覆域はイメージ。他にＳ帯（衛星電話）及びＣ帯（固定通信）も利用。

Ｌバンド
（インマルサット）

Kuバンド

Ｘバンド

Kaバンド

赤
道
上
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【Ｌ】Ｘ帯･Ku帯の補完（覆域）

【Ku】X帯の補完（覆域・情報量）

【Ｘ】作戦通信の根幹

Ｌバンド
（インマルサット）

スーパーバードＢ２号機
（平成27年度設計寿命）

→１号機

スーパーバードＤ号機
（平成27年度設計寿命）

→２号機

【Ka】
固定通信の補完等 2

１－１ 防衛省の衛星通信体系におけるＸバンド衛星通信

スーパーバードＣ２号機
（平成32年運用期間終了）

→３号機



• 各自衛隊別・部隊等別の衛星通信

• 一元的な通信統制と異種部隊等間

通信を実現

現用機能

次期機能

Ｃ２号機
Ｂ２号機Ｄ号機

【陸上自衛隊】 【海上自衛隊】 【航空自衛隊】

Ｃ２号機
Ｂ２号後継機Ｄ号後継機

状況に応じた通信回線のコントロール

○大規模災害派遣

○海上警備行動

○BMD対処

【統幕】

一元的に統制

陸 海 空 統

陸 海 空 統

陸 海 空 統

（海自）
（陸自・海自・空自）

（陸自・海自）
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１－２ Ｘバンド衛星通信整備事業の意義（その１）



• 通信速度等に制約 ⇒ 音声・ＦＡＸ等主体

• 国外での通信中継能力に制約

• 通信事業者から中継役務を調達

• 高速・大容量化 ⇒ 画像・映像等に適応

• 可動スポットビーム機能を強化 ⇒ 国外での中継能力を向上

• 防衛省の指示等による主体的運用

可動スポットビーム

強化

固定ビーム

統合衛星ＮＭＳ
（ﾈｯﾄﾜｰｸ管理ｼｽﾃﾑ）

：より柔軟な部隊運用現用機能 次期機能

一元的な通信統制

自衛隊の監督官の下、役務技術者
が２４時間態勢で中継器等を運用
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１－２ Ｘバンド衛星通信整備事業の意義（その２）



ＰＦＩ方式を導入
• 23年６月にＰＦＩ法が改正され、人工衛星が船舶・航空機と共に新たに適

用対象として追加。

• 衛星事業は、大きなリスクを伴い、多額の資金と高度の専門的知見が必要。

• リスク管理を最適化するとともに、民間の資金・能力等を活用することによ

り、経費負担を軽減・平準化。

※ 整備費は民間が融資により調達し、国は衛星等の引渡し以降に元金均等で支払い。維持管理運営
費は、運用開始以降毎年均等額を支払い。

企業Ｂ
（維持・管理等）

企業Ａ
（施設等の整備）

国

請負契約
事業ごとに細分化して発注

国

年度ごと（最長５年）の契約

ＳＰＣ

一括して発注ＰＦＩ事業契約

金融機関

融資・返済

発注・対価支払い

サービス提供

対価支払い

発注・対価支払い

サービス提供

※ ＳＰＣ（Special Purpose Company）：特別目的会社。

１９年間の長期契約

ＰＦＩ方式従来方式

企業Ｂ
（維持・管理等）

企業Ａ
（施設等の整備）

代表企業
（全般管理等）

発注 発注
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１－３ 事業の枠組み


